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2017 年 11 ⽉から 12 ⽉にかけて⾏われたチリの総選挙1で、右派政党連合「チレ・バモス」（Chile 
Vamos）の候補、ピニェラ（Sebastián Piñera）元⼤統領が勝利し、4 年ぶりに右派政権が誕⽣する
こととなった。⺠主化後 2 度⽬となる右派政権の成⽴である。チレ・バモスは、下院（定数 155）
でも 72 議席を獲得し、与党であった中道左派連合「新多数派」（Nueva Mayoría）2が獲得した 57






る。⼤統領選挙の第 1 回投票で、広域戦線の候補は、第 3 位となる 20.3%の得票を獲得し、第 2 位













ものであり、表 2 は今回の下院議員選挙第 10 区（定数 8）でどのように議席が決定されたのかを
⽰したものである。  
                                                        
1 チリでは、4 年に⼀度、⼤統領選挙と上下両院議員選挙が同じ⽇に⾏われている。本稿では、これらのふたつの
選挙を合わせて総選挙と呼ぶことにする。 
2 「新多数派」（Nueva Mayoría）とは、⺠主化以来 2010 年まで政権を担ってきた、中道左派連合コンセルタシオ
ン（Concertación de Partidos por la Democracia）の流れをくむ政党連合である。今回の選挙では、新多数派の左派
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表 1 ⼆名制と新しい選挙制度の主な違い 
 ⼆名制 新しい選挙制度 
運⽤期間 1989 年〜2013 年 2017 年〜 
議席決定⽅式 ドント式 ドント式 
⼀選挙区の定数 2 ⼈ 3 ⼈〜8 ⼈ 
各名簿が⼀選挙区に⽴てられる候
補者数 
2 ⼈ 選挙区の定数プラス 1 ⼈まで 
下院選挙区数 60 選挙区 28 選挙区 
上院選挙区数 19 選挙区 15 選挙区（各州 1 選挙区） 
下院定数 120 ⼈ 150 ⼈ 
上院定数 38 ⼈ 50 ⼈ 
クオータ制 なし ⽚⽅の性が候補者の 6 割を超えてはならない 
（出所）筆者作成。 
 




÷1 ÷2 ÷3 ÷4 
獲得 
議席数 
チレ・バモス 9 168105 84053 56035 42026 4 
広域戦線 9 152390 76195 50797 38098 3 
多数派の⼒ 7 63935 31968 21312 15984 1 
⺠主集合 6 33509 16755 11170 8377 0 
全てのチリのために 7 7818 3909 2606 1955 0 
無所属 1 7355 3678 2452 1839 0 
愛国同盟 6 3357 1679 1119 839 0 
（出所）選挙管理委員会（https://www.servel.cl/）よりデータ取得し筆者作成。 





は、各名簿3の合計得票数を 1 から順に 1、2、3、…、定数の数で割っていき、その商の⼤きい順
に定数の数まで議席を与えていくという制度である。 
表 2 に⽰した具体例を⾒てみよう。各名簿の候補者の合計得票数を 1 から順に割っていった数
                                                        
3 名簿は政党連合か政党で構成される。例えば、表 2 に⽰したチレ・バモスは、政党連合による名簿である。 
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が⽰されている。定数が 8 であるため、割って得た数の最⼤数「168105」から 8 番⽬に⼤きい数
「42026」までが、議席を割り当てられる数値である（背景が灰⾊の数値）。この結果、チレ・バモ





は、同じくドント式が⽤いられているものの、⼀選挙区の定数は 3 ⼈から 8 ⼈とされ、候補者数
は各名簿選挙区の定数プラス 1 名まで⽴てることが可能になった。 
さらに、⼆名制で⽣じていた代表性の地域間格差を是正するために、区割りの改編と議員定数
の増加がなされた。新しい選挙制度のもとで 1 区あたりの定数を 3 名から 8 名とすることと合わ
せて、下院については 60 選挙区から 28 選挙区、上院については 19 選挙区から 15 選挙区へと区
割りが改編された。さらに議員定数は、下院では 120 名から 150 名へ、上院では 38 名から 50 名
へと引き上げられた4。特に、過少代表（本来代表されるべき数よりも少ない）の問題が⽣じてい













では、⼀選挙区でひとつの名簿が 2 議席を独占することは難しく、第 1 位と第 2 位の名簿が 1 議
席を分け合うケースが⼤半であった。さらに、そのシステム上、第三勢⼒が議席を確保すること
は極めて困難であり、少数派は排除されることになった［FLACSO-Chile 2006］。この結果、政党
間競争は乏しくなり、中道左派連合「コンセルタシオン」（Concertación de Partidos por la 
Democracia） 5と右派連合「アリアンサ」（Alianza）6という左右の⼆⼤ブロックによる固定的な政
治構図が続くこととなった。 
                                                        
4 上院議員選挙は半数の改選であり、今回の選挙では改選対象 18 名で改選議員定数が 23 名となる。次回選挙まで
の今後 4 年間は、その 23 名に今回の⾮改選議員 20 名を⾜した 43 名の上院議員で構成される。 
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さらに、⼆名制は駆け引きにもとづく政治の蔓延につながったと指摘されている［浦部 2015］。
⼀選挙区内で左右の政党連合が 1 議席ずつを分け合うことが常態化すると、選挙対策は相⼿の政







に対する信頼の低下というかたちで現れている。公共研究センター（Centro de Estudios Públicos: 













改⾰を公約に掲げ 2014 年に⼤統領に就任したバチェレ（Michelle Bachelet）は、政権発⾜当初から
選挙制度改⾰を重要な政治課題に掲げた。とりわけ⼆名制で恩恵を受けていた右派の独⽴⺠主同






                                                        
7 Centro de Estudios Públicos 2016 年 11 ⽉ 12 ⽉世論調査  






⽅選挙では 2012 年 10 ⽉から導⼊されている。加えて、2013 年の⼤統領選挙では、選挙期⽇変更や予備選挙制
度の新設といった投票率向上のための制度改⾰がなされた［浦部 2014］。 
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［Aguirre y Agustín 2013］。 
そして、2011 年の学⽣運動のリーダーたちは、2013 年の国会議員選挙に出⾺し、既存の政治勢
⼒とは異なる選択肢を提⽰しようとする。そのうち、後に広域戦線の中核を担うことになるのが、
ジャクソン（Giorgio Jackson）とボリッチ（Gabriel Boric）の 2 ⼈である10。彼らは 2013 年の下院
議員選挙に独⽴候補として出⾺し、第三勢⼒にとって当選が難しい⼆名制のもとで当選を勝ちと
った。 




















                                                        
10 ジャクソンはチリ・カトリック⼤学学⽣連合、ボリッチはチリ⼤学学⽣連合の代表を務め、2011 年来の学⽣運
動を主導した。 
11 広域戦線ホームページ (http://www.frente-amplio.cl/quienes-somos), 2018 年 5 ⽉ 29 ⽇アクセス。 
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選挙制度の導⼊である。バチェレにとっては、⼆名制の廃⽌は第⼀次政権の時代からの悲願であ
り、今回の政権で実現に⾄った。選挙制度改⾰に加えて、バチェレは教育制度改⾰と税制改⾰も
実⾏した。⼤学授業料の無償化を要求する 2011 年の学⽣運動は、翌年以後も継続し 2013 年の⼤
統領選挙に対しても無償化を実現させるよう要求を突きつけた。バチェレは⼤統領選挙の過程で























道左派連合の「新多数派」は予備選挙を実施せずに第 1 回投票にむかうことになった14。 
まず、右派連合のチレ・バモスは元⼤統領のピニェラ、第⼀次ピニェラ政権で社会開発⼤⾂を
務めたカスト（Felipe Kast）、元プエンテ・アルト市⻑で上院議員のオサンドン（Manuel José Ossandón）
の 3 名が予備選挙で戦い、ピニェラが 58.4%の得票を得て予備選挙を突破した。 
                                                        
12 Centro de Estudios Públicos 2017 年 9 ⽉ 10 ⽉世論調査  
(https://cepchile.cl/cep/site/artic/20171025/asocfile/20171025105022/encuestacep_sep_oct2017.pdf), 2018 年 5 ⽉ 16 ⽇ア
クセス。 
13 Centro de Estudios Públicos 2016 年 7 ⽉ 8 ⽉世論調査  
(https://www.cepchile.cl/cep/site/artic/20160818/asocfile/20160818165239/encuestacep_julio_agosto2016.pdf), 2018 年 5




















イッチの他、下院議員で右派のカスト（José Antonio Kast）、3 度⽬の⼤統領選挙挑戦となる元社会
党議員エンリケス・オミナミ（Marco Enríquez-Ominami）、左派政治活動家のアルテス（Eduardo 


















16 Centro de Estudios Públicos 2017 年 4 ⽉ 5 ⽉世論調査  
(https://www.cepchile.cl/cep/site/artic/20170601/asocfile/20170601155007/encuestacep_abr_may2017.pdf), 2018 年 5 ⽉
16 ⽇アクセス。 
17 Cooperativa 2017 年 6 ⽉世論調査  
(http://www.cooperativa.cl/noticias/site/artic/20170619/asocfile/20170619211450/presentaci__n_junio_2017_r_.pdf), 2018
年 5 ⽉ 16 ⽇アクセス。 
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ニェラが 42.3%、ギジェルが 21.4%、サンチェスが 9.4%という結果となった19。だが、この投票先
に関する世論調査は、実際には第 1 回投票の結果と⼤きく乖離することになる。 
 
（3）総選挙の結果 
表 3 は 2017 年 11 ⽉ 19 ⽇に⾏われた⼤統領選挙第 1 回投票の結果である。まず、チレ・バモス




20.3%の得票で第 3 位となり、第 2 位のギジェルに 2.4%ポイントまでに迫ったことである。とり
わけ、北部の第⼀州、南部の第⼗⼆州、そして⾸都州ではギジェルとサンチェスの得票率の差は
１%ポイント以内にまで⾁薄した。サンチェスの躍進の⼀⽅で、新多数派を離れて独⾃で選挙戦
を戦ったキリスト教⺠主党のゴイッチは、得票率わずか 5.9%の 5 位となり、惨敗の結果となった。 
実のところ、今回のように第 3 位の候補が 20％以上の得票を得るのは、初めてのことではない。
今回の選挙にも出⾺したエンリケス＝オミナミは、2009 年の⼤統領選挙の第 1 回投票において、
20.1%の得票を得ている。しかし、2009 年の選挙と今回の選挙が異なるのは、第 2 位の候補との
差である。2009 年の選挙では第 2 位の候補との差は約 9.4%ポイントであった⼀⽅で、今回はわず
か 2.4%ポイント差となった。さらに、決選投票に進んだ上位 2 位候補の合計得票率を⾒てみると、
2009 年は 76.7%であったのに対し、今回は 59.3%と⼩さくなっている。つまり、左右⼆⼤ブロッ
クが決選投票に進んだとはいえ、それらの政治勢⼒に対する拒否が確実にチリに存在することも、
第 1 回投票で明確に⽰されたと⾔えるだろう。  
                                                        
18 Centro de Estudios Públicos 2017 年 9 ⽉ 10 ⽉世論調査  
(https://cepchile.cl/cep/site/artic/20171025/asocfile/20171025105022/encuestacep_sep_oct2017.pdf), 2018 年 5 ⽉ 16 ⽇ア
クセス。 
19 Centro de Estudios Públicos 2017 年 9 ⽉ 10 ⽉世論調査  
(https://cepchile.cl/cep/site/artic/20171025/asocfile/20171025105022/encuestacep_sep_oct2017.pdf), 2018 年 5 ⽉ 16 ⽇ア
クセス。 
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表 3 ⼤統領選挙第 1 回投票結果（2017 年 11 ⽉ 19 ⽇） 







































有効投票数  6,600,280 
 
無効票数  64,504 
 
⽩票数  38,543 
 





表 4 は第 1 回投票と同⽇に実施された国会議員選挙のうち下院議員選挙の結果を⽰したもので
ある。定数 155 に対して過半数には及ばなかったものの、チレ・バモスが 72 議席を確保し、新多
数派系の 57 議席を上回った（多数派の⼒の 43 議席と⺠主集中の 14 議席）。チレ・バモス内では、
国⺠⾰新（Renovación Nacional）が 36 議席を獲得して独⽴⺠主同盟の 30 議席を上回り、2001 年
選挙以来独⽴⺠主同盟が保っていた、右派連合内第⼀党の座を奪った。新多数派系の中では、⼤
統領選挙同様に新多数派から離れて独⾃名簿で戦ったキリスト教⺠主党の凋落が⽬⽴つ結果とな
った。過去最⼤で 38 議席を持っていたキリスト教⺠主党は 14 議席にとどまり、今回の選挙もま
た議席の減少傾向は⽌まらなかった。 
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表 4 下院議員選挙結果（2017 年 11 ⽉ 19 ⽇） 
 得票数 得票率 候補者数 当選者数 
チレ・バモス Chile Vamos 2,321,340 38.71% 182 72 
国⺠⾰新（RN） 1,067,962 17.80% 73 36 
独⽴⺠主同盟（UDI） 958,414 15.96% 74 30 
政治の発展（EVOPOLI） 255,254 4.26% 25 6 
独⽴地域主義党（PRI） 39,710 0.66% 10 0 
多数派の⼒ La Fuerza de la Mayoría 1,443,103 24.06% 175 43 
社会党（PSCH） 585,393 9.76% 59 19 
⺠主主義のための党（PPD） 366,097 6.10% 52 8 
共産党（PCCH） 275,055 4.59% 31 8 
急進社会⺠主党（PRSD） 216,558 3.61% 33 8 
⺠主集中 Convergencia Democrática 640,546 10.68% 121 14 
キリスト教⺠主党（PDC） 616,643 10.28% 104 14 
地域主義拡⼤社会運動（MAS） 9,558 0.16% 10 0 
市⺠左派党（IC） 14,345 0.24% 7 0 
広域戦線 Frente Amplio 988,379 16.48% 168 20 
⺠主⾰命（RD） 342,965 5.72% 35 10 
⼈道党（PH） 253,580 4.23% 50 5 
⾃由党（PL） 46,612 0.78% 9 2 
平等党（IGUALDAD） 129,271 2.16% 27 1 
環境緑の党（PEV） 128,601 2.14% 23 1 
⼒（PODER） 87,350 1.46% 24 1 
緑の地域主義連合 Coalición Regionalista Verde 115,189 1.92% 41 4 
全てのチリのために Por Todo Chile 234,275 3.91% 125 1 
集まろう Sumemos 93,984 1.57% 77 0 
愛国同盟 Unión Patriótica 51,068 0.85% 56 0 
⾰命的労働者党 Partido de Trabajadores 
Revolucionarios 4,661 0.08% 4 0 
無所属 104,427 1.75% 11 1 
有効投票数 5,996,972    
無効票数 317,194    
⽩票数 359,665    
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そして、⼤統領選挙でも⾒られた広域戦線の躍進は、下院議員選挙においても⾒られることと
なった。広域戦線は 20 議席を獲得し、チレ・バモス、多数派の⼒に次いで第 3 位の議席数を獲得
した。⼤統領選挙で⾸都州での強さが⽬⽴った広域戦線であるが、下院で獲得した 20 議席のうち
11 議席は⾸都州での獲得であり、国会議員選挙でも都市部で強さを⾒せた。 
上院議員選挙では、チレ・バモスが 12 議席を獲得し、⾮改選の 7 議席と合わせて計 19 議席を
占めることとなった。他⽅で、新多数派系が 10 議席を獲得し（多数派の⼒の 7 議席と⺠主集中の






















第 1 回投票を終えて、1 ヶ⽉後の決選投票に向けたピニェラとギジェルには、共通の課題があ
った。それは、政治的中道の⼈々だけでなく、ピニェラなら右、ギジェルなら左の急進的な勢⼒




                                                        
20 La Tercera 紙 2017 年 12 ⽉ 10 ⽇記事 (http://www2.latercera.com/noticia/big-data-electoral-quienes-los-votantes-beatriz-
sanchez/), 2018 年 1 ⽉ 29 ⽇アクセス。 
21 CIPER 2017 年 12 ⽉ 12 ⽇記事 (http://ciperchile.cl/2017/12/12/en-que-se-equivoco-la-encuesta-cadem/), 2018 年 1 ⽉
29 ⽇アクセス。 
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とりわけ⺠主化後の政治を担ってきた中道左派勢⼒に対する批判から出てきたことを考えれば、
そう簡単に事が運ばないことは予想できるだろう。第 1 回投票から 11 ⽇後の 11 ⽉ 30 ⽇、広域戦
線は公にはギジェルに対して⽀援は⾏わないことを表明した。その決定の後、サンチェスがギジ
ェル⽀持を表明したものの、広域戦線の顔であるジャクソンやボリッチがギジェル⽀持を表明し
たのは、決選投票わずか 4 ⽇前であった。 
 
表 5 ⼤統領選挙決選投票結果（2017 年 12 ⽉ 17 ⽇） 
候補者 政党連合 得票数 得票率 
ピニェラ チレ・バモス 3,796,918 54.57% 
ギジェル 多数派の⼒ 3,160,268 45.43% 
有効投票数  6,957,546 
 
無効票数  56,440 
 
⽩票数  18,892 
 




表 5 は 12 ⽉ 17 ⽇に⾏われた決選投票の結果である。ピニェラが 54.6%の得票を得て、4 年ぶり
の⼤統領再選を決めた。⼤統領の再選はバチェレに続いて史上 2 ⼈⽬のことである。この結果、

















                                                        
22 CNN Chile 2017 年 12 ⽉ 18 ⽇記事 (http://www.cnnchile.com/noticia/2017/12/18/experto-en-ciencias-politicas-analiza-
los-resultados-de-las-elecciones), 2018 年 2 ⽉ 27 ⽇アクセス。 
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するというケースである。サンティアゴ中⼼部の下院第 10 選挙区では、⺠主⾰命（Revolución 




















ェラの 54%に続いて、サンチェスが 23%、ジャクソンが 15%、ボリッチが 14%と 2 位から 4 位に
つけた23。チレ・バモスや新多数派の他の議員をおさえてのランクインは、既存の政治にかわる新
しい政治に対する期待の表れであると⾔えるだろう。 






                                                        
23 Criteria Research 2018 年 3 ⽉世論調査 (https://www.criteria.cl/wp-content/uploads/2018/03/Encuesta-Criteria-Marzo-
18.pdf), 2018 年 6 ⽉ 1 ⽇アクセス。 
24  Instituto Chileno de Administración Racional de Empresas 2018 年 1 ⽉ 11 ⽇記事 (http://www.icare.cl/contenido-
digital/depolo-quiere-frente-amplio-pase-organizador-malestar-organizador-esperanza/), 2018 年 1 ⽉ 31 ⽇アクセス。 
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構成は、国⺠⾰新から 5 名、独⽴⺠主同盟から 4 名、政治の発展（Evolución Política）から 2 名、
無所属から 10 名となった。独⽴⺠主同盟の 4 名を上回る 5 名を国⺠⾰新から出した点は第⼀次政
権との違いであり、右派連合および政権の主導権を国⺠⾰新がとっていくことの表明と読み取れ
る。 
ピニェラは 3 ⽉ 11 ⽇就任当⽇の演説において、5 つの合意を推進していくことを発表した。児
童保護、治安改善、保健医療、ラ・アラウカニア州の開発⽀援、経済成⻑・貧困対策という 5 つ
の合意である。2018 年 4 ⽉に⾏われた世論調査での「チリで最も重⼤な問題は何か」という質問
に対しては、犯罪・治安が１位、賃⾦・雇⽤が 2 位、健康が 3 位となった25。ピニェラが提⽰した
これらの重要な政治課題は、まさに国⺠が問題視し改善を期待する分野である。 






                                                        
25 CERC-MORI 2018 年 4 ⽉世論調査  
(http://morichile.cl/wp-content/uploads/2018/04/INFORME_DE_PRENSA_ABRIL_2018-1.pdf), 2018 年 5 ⽉ 31 ⽇アク
セス。 
2017 年チリ総選挙――新しい選挙制度と政治勢⼒はチリの政治を変えるのか？―― 



























Aguirre, F. y Ó. G. Agustín 2013. “Más allá del malestar. una hipótesis sociológica sobre el significado político del movimiento 
estudiantil chileno.” Revista De Sociologia e Política, 23(53), 147-162. 
Boric, G. y M. Sillard 2017. "La generación de la política en tiempos del malestar." en Chile actual: crisis y debate desde las 
izquierdas. ed. Faride Zerán. Santiago: LOM ediciones. 
ComunidadMujer 2017. “Mujer y política: Resultados y hallazgos de las cuotas de género en las Elecciones Parlamentarias 
2017.” Serie ComunidadMujer, noviembre 2017. (http://www.comunidadmujer.cl/biblioteca-publicaciones/wp-
content/uploads/2017/11/BOLETIN-40_cuotas-06.12.pdf), 2018 年 3 ⽉ 14 ⽇アクセス. 
Cox, L. y R. González 2017. “Elecciones municipales en frío. Criterios para dimensionar la participación y los resultados 
electorales de las elecciones 2017.” Puntos de Referencia (Centro de Estudios Públicos), N°468. 
(https://www.cepchile.cl/cep/site/artic/20171107/asocfile/20171107130554/pder468_lcox_rgonzalez.pdf), 2018 年 5 ⽉ 16
⽇アクセス. 
―――2016. “Cambios en la participación electoral tras la inscripción automática y el voto voluntario.” Debates de Política 
Pública (Centro de Estudios Públicos), N°14.  
(https://www.cepchile.cl/cep/site/artic/20160505/asocfile/20160505172224/dpp_014_marzo2016_lcox_rgonzalez.pdf), 
2018 年 5 ⽉ 16 ⽇アクセス. 
FLACSO-Chile. (Programa de Gobernabilidad) 2006. Una reforma necesaria: efectos del sistema binominal. 
(http://www.flacsochile.org/wp-content/uploads/2015/05/Una-Reforma-Necesaria.-Efectos-del-Sistema-Binominal.pdf), 
2018 年 5 ⽉ 9 ⽇アクセス. 
（みうら・こうた／東京⼤学⼤学院総合⽂化研究科博⼠課程） 
